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V301a 軟Ｘ線から硬Ｘ線の広帯域を高感度で撮像分光する小型衛星計画 FORCE の
現状 (4)
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我々は 1–80 keV の広帯域Ｘ線を 10秒角にせまる空間分解能で撮像分光する小型衛星計画 Focusing On Rela-
tivistic universe and Cosmic Evolution (FORCE) を提案している。特に 10 keV 以上の硬Ｘ線帯域で達成する過
去最高の角度分解能により、既存の硬Ｘ線ミッションと比較して 1桁以上高い硬Ｘ線感度を達成する。FORCE
の主たる科学目的は、宇宙のあらゆる階層において未だ見つかっていない「ミッシングブラックホール」を探査
し、それをプローブとすることで宇宙の進化を解明することにある。ミッション機器は、高角度分解能を有する
Ｘ線スーパーミラーと、軟Ｘ線から硬Ｘ線を 1台でカバーする広帯域Ｘ線撮像検出器から構成される。現時点で
2020年代に世界に確定した硬Ｘ線ミッションは存在せず、NuSTAR, ひとみから続く硬Ｘ線撮像分光の流れを、
本計画が継承し発展させる。本講演では、2016年に変更した計画の内容、検出器および望遠鏡の開発状況、およ
びサイエンス検討の進捗を報告する。


